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改訂履歴 

■ 
本マニュアルの改訂履歴を以下に示す。 

 

改訂年月 該当箇所 改訂内容 

R2.8 3.3 サブシステム登録用データ

の作成 

P26、P27 

○附図検索システムにおける項目一覧を更新、

既存のフォルダ情報の例を追記 

R3.3 3.3 サブシステム登録用データ

（新規・修正・削除）の作成 

目次・P22～P24 

○資料検索システムのデータ削除方法を追記 

○追記箇所が目次で判断できるよう見出しを 

更新 

R3.6 3.3 サブシステム登録用データ

（新規・修正・削除）の作成 

P24 

○附図検索システムの既存フォルダ情報一覧を

修正 

R4.3 2.1 道路施設データ 

（数値・文字データ）の確認 

P12 

 

○標準的な閾値を見直し 

（D110 のり面基本・E010 防護柵基本） 

 

2.2 道路施設データ 

（イメージデータ）の確認 

P15 

○イメージデータのファイル名における参照先

の修正 

 3.3 サブシステム登録用データ

（新規・修正・削除）の作成 

P22 

 

P21、P24 

 

 

○資料検索システムにおける設計図書のイメー

ジデータのファイル名規則を修正 

○資料検索／附図検索システムにおける既存デ

ータの修正・削除方法の記述を一部修正 

R5.3 1.2 更新までのフロー 

P2 

○道路管理データベース更新業者の作業項目に

「全国道路施設点検データベースの更新」を

追加 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

改訂年月 該当箇所 改訂内容 

R5.3 2.1 道路施設データ（数値文字

データの確認） 

P7 

 

P8、P12 

 

P14～P16 

P17 

P18 

 

 

○（2）範囲確認において、標識の例を防護柵の

例に変更 

○標準的な閾値の表において、C050 舗装基本と

E050 標識基本の記載を削除 

○親子孫の関係表を修正 

○溝橋に該当するデータの確認について追記 

○D030 横断歩道橋について、点検 DBに登録す

る際の制約事項の確認を追記 

2.2 道路施設データ（イメージ

データの確認） 

P20 

○溝橋に該当するデータの確認について追記 

 

 3.3 サブシステム登録用データ

（新規・修正・削除）の作成 

P31 

○舗装台帳閲覧システム登録用データの作成に

おける、道路管理データベース更新業者の作

業内容を削除 

○情報ボックス整備状況閲覧システム登録用デ

ータの作成における、道路管理データベース

更新業者の作業内容を削除 

R7.3 2.2.1 道路施設データ（イメー

ジデータの確認） 

P19 

○作成したイメージデータに個人情報が含まれ

ていないかチェックする旨を追記 
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1.  「データ更新編」マニュアルの位置づけ 
道路管理データベースを最新のデータに更新するためには以下のような作業が発生する。 

① 工事受注者による道路施設基本データの作成 

② 各工事により作成された道路施設基本データより道路施設データを作成する 

③ 道路施設データよりデータベース更新用データを作成しサーバの更新を行う 

 

本「データ更新編」は、③を行うのに必要なことについて取りまとめたものである。 

 

 

 

1.1.  道路管理データベースの更新までの各段階におけるデータの定義 
道路管理データベースの更新工程で作成する各データの定義を下記に示す。  

 

【各用語の定義】 

 

道路管理データベースの更新工程で使用、作成、関連する各データの定義を以下に示す。 

道路施設基本データ 

 工事受注者が作成する、当該工事に関する道路施設の諸元等（設置箇所、設置延長、位置図、現況

写真等）を電子データ形式に取りまとめ、電子成果として工事完了時に提出されるデータ。 

 データは工事単位の施設（工種）ごとに作成される。 

道路施設データ 

 工事受注者が作成する「道路施設基本データ」を基に、作成した道路施設諸元データ。当該工事内

で工事単位の「道路施設基本データ」を基に、データ内容を修正・補完し調整を行った「施設単

位」のデータであり、道路管理データベースに登録する際の基本情報となる。 

 なおデータは、道路管理データベース（通称：MICHI）で扱う工種単位に作成される。 

道路管理データベース更新用データ 

 「道路施設データ」を施設（工種）単位および開発建設部単位で統合し、関連施設等との調整を行

った道路管理データベースの登録・更新用データ。 

サブシステム登録用データ 

 道路施設データと共に作成した北海道開発局の関連サブシステム登録用データ※。 

※ サブシステム登録用データは、1)資料検索システム、2)附図検索システム、3)舗装台帳閲覧シ

ステム、4)情報ボックス整備状況閲覧システムについて作成する。 
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1.2.  更新までのフロー   

  

赤枠内が本マニュアルの範囲 

図 1-1．道路管理データベースの更新までのフロー  

担当部署 作業者および作業項目 使用マニュアルおよび注意点

道路施設基本データの作成

※道路施設基本データ
作成システムを活用

○道路施設基本データの入力

工事受注者

道路管理データベース更新業者

工事発注事務所

工事発注に伴い、道路施設

基本データの作成を指示

納品された成果品の確認

北海道開発局
道路管理データベース用データ作成業者

納品

作成指示

マニュアル類
・道路施設基本データ作成マニュアル
（北海道開発局）

・道路管理データベース作成マニュアル

（項目別記入要領集）
・道路施設基本データ作成システム
・道路施設台帳記入シート
・道路施設基本データ作成システム

利用マニュアル

マニュアル類

・道路管理データベース作成マニュアル

（項目別記入要領集）
・道路管理データベース作成マニュアル

注意点
・作成施設に漏れはないか？
・マニュアルで決められた作成単位で作成
されているか

注意点
・距離標等が測点にて作成されている場
合、距離標に変換する
・路線番号・現旧区分等の確認
・複数工事が関わる施設のデータ統合

（橋梁、トンネル、のり面等）
・登録済データとの結合・分割・削除
・イメージデータの変換、分割・結合等
・イメージタイトルデータと数値文字デー
タとの整合性

（マニュアル類）

・道路管理データベース作成マニュアル

他、表5-1に示すマニュアル類等

道路施設データ・更新用データ

の作成を発注

・道路施設基本データ

・登録済データ

・その他、関連資料の貸与

納品

業務発注

納品された成果品の確認

道路管理データベースの

更新業務を発注

・各開建毎に作成された

更新用データ

・登録済データ

・その他、関連資料の貸与

納品

業務発注

納品された成果品の確認

注意点
・距離標等が測点にて作成されていない
か再度チェックを行う
・最新の路線番号・現旧区分等の変更が
ないか、現況とあっているかの確認
・施設単位のデータとなっているか。
１施設として完成したデータとなって
いるかの確認
（橋梁の上部・下部・径間等の整合性）

・登録済データとの整合性は妥当か
・イメージデータの作成に問題はないか
・イメージタイトルデータと数値文字デー
タとの整合性は妥当か

道路施設データの作成

○道路施設基本データの準備作業

○ステップⅠ：数値・文字データの作成
・工事毎の道路施設基本データの補完・補正

・工事単位のデータから施設単位に結合

○ステップⅡ：イメージデータの作成

・P21変換や解像度の確認

◯ステップⅢ：イメージタイトルデータの作成

○ステップⅣ：道路施設データの結合
・施設単位のデータを開発建設部単位に結合

○道路基本情報データの作成
・工事施工業者対象外の工種のデータを作成

○管理移管施設ならびに道路施設基本データ未作成工事

の道路施設データの作成

○サブシステムデータの作成
・資料検索システム、附図検索システム、舗装台帳閲覧システム

・情報ボックス整備状況閲覧システム

道路施設データの確認

○数値・文字データの確認
・ファイル形式に関する確認

・データ内容の確認

（不要文字・範囲・項目間・重複・親子チェック 等）

○イメージデータの確認
・イメージデータの属性確認

・タイトルデータ内容の確認

・イメージデータとの整合性確認 等

更新用データの作成

○更新用データ（数値・文字データ）の作成
・道路施設データ（数値・文字データ）の補正・補完

・管理移管、現旧区分変更等に伴うDB登録済みデータの修正

○更新用データ（イメージデータ）の作成
・道路施設データ（イメージデータ）の補正・補完

・道路施設データ（タイトルデータ）の補正・補完

○サブシステム登録用データの作成

○サブシステム登録用データの照査

緯度・経度情報の付加

データベースの更新・管理

○職員が修正したデータの反映

○道路管理データベースの更新

○道路管理データベースの管理
・更新状況（新規、変更、削除）の管理

・バックアップ

○全国道路施設点検データベースの更新

○サブシステムデータベースの更新
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1.3.  道路管理データベース更新で必要な資料・ソフトウェア類について 

 

(1)  使用する主な資料類 
本作業で必要な資料類について、以下に示す。 

 

表 1-1．使用する基準等 

NO 資料名 主な使用目的 使用システム 

１ 

道路管理データベース 

作成マニュアル 

（項目別記入要領集） 

データ確認 

更新用データ作成 
道路管理データベース 

２ 
道路管理データベース 

作成マニュアル 

データ確認 

更新用データ作成 
道路管理データベース 

３ 
資料検索システム 

更新データ作成手順（案） 

データ確認 

更新用データ作成 
資料検索システム 

４ 道路維持台帳附図作成要領（案） 
データ確認 

更新用データ作成 
附図検索システム 

５ 
舗装施工区分台帳図・ 

舗装定規図作成要領（案） 

データ確認 

更新用データ作成 
舗装台帳閲覧システム 

６ 
情報ボックス整備状況閲覧シス

テム登録用データ（参考資料） 

データ確認 

更新用データ作成 

情報ボックス整備状況 

閲覧システム 

７ 

その他 

・道路構造令 

・各種施設の設置基準類 等 

データ確認 道路管理データベース 
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(2)  使用する主なソフトウェア類 
本作業で必要なソフトウェア類について、以下に示す。 

 

表 1-2．主に使用するソフトウェア類 

NO 使用ソフトウェア等 使用目的 使用システム 

１ Microsoft Excel  

 

データ確認 

更新用データ作成   

道路管理データベース 

資料検索システム 

附図検索システム 

舗装台帳閲覧システム 

情報ボックス整備状況閲覧システム 

 

２ Microsoft Access 

 

更新用データ作成 道路管理データベース 

資料検索システム 

３ 画像編集ソフト データ確認 

更新用データ作成   

道路管理データベース 

資料検索システム 

附図検索システム 

 

４ PDF 編集ソフト データ確認 

更新用データ作成 

資料検索システム 

舗装台帳閲覧システム 

情報ボックス整備状況閲覧システム 
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2.  道路施設データの確認 
データ作成編に基づき作成した道路施設データについて、更新可能なデータかどうか、データの不

備等の確認を行う。 

以下のデータについて確認を行う。 

 

① 道路施設データ（数値・文字データ） 

② 道路施設データ（イメージデータ） 

③ サブシステム登録用データ 

・資料検索システム          ・附図検索システム 

・舗装台帳閲覧システム        ・情報ボックス整備状況閲覧システム 

 

2.1.  道路施設データ（数値・文字データ）の確認 
作成した道路施設データ（数値・文字データ）について確認を行う。 

 主な確認内容について、以下に示す。 

 

① 道路施設データのファイル形式に関する確認 

② データ内容に関する確認 

 

 道路施設データのファイル形式に関する確認 
道路施設データ（数値・文字データ）のファイル形式に不備がないか確認する。 

 

〇 ファイル形式が合っているか。 

北海道開発局から提供されている EXCELファイルを用いて、作成されているか。 

 

〇 数式等使われていないか。 

ファイル（EXCEL）の中に、数式、マクロ等が使われたままになっていないか。 

 

 データ内容の確認 
道路施設データ（数値・文字データ）について、個々のデータ項目の内容に不備がないか確認する。 

なお、確認する項目は、北海道開発局で定めている整備項目を対象とする。整備項目については『Ⅰ．

道路管理データベース作成マニュアル（項目別記入要領集）』を参照のこと。 

 

以下に確認項目を示す。 
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表 2-1．道路施設データ（数値・文字データ）の確認内容 

確認区分 確認対象 確認内容 

基 本 確 認 

空白文字チェック 空白文字が入力されていないこと 

ヌルチェック 空白になっていないこと 

カンマチェック データ中にカンマが入力されていないこと 

オフコードチェック 規定外のコードが入力されていないこと 

数値属性チェック 

 

数値項目に文字が入力されていないこと 

範 囲 確 認 数値の規定値逸脱 道路構造令等の基準に逸脱した数値がないこと 

項目間確認 関連する項目間の整合 関連する項目間で整合がとれていること 

重 複 確 認 整理番号の重複 整理番号が重複していないこと 

親 子 確 認 関連するテーブル間のリンク 親子関係のテーブルでリンクがとれていること 

 

(1)  基本確認 
道路施設データの個々のデータについて、不正な文字が入っていないかチェックする。 

 

1)  空白文字チェック 
道路管理データベースでは、必ず、空白（スペース）、ヌル（未入力）以外の何らかの値を入力

する規則となっている。個々のデータについて空白文字が入っていないかのチェックを行う。 

2)  ヌルチェック 
前述同様、個々のデータについて、ヌル（未入力）になっていないかチェックする。 

3)  カンマチェック 
道路管理データベースでは、カンマ「,」（半角文字)の入力を禁止している。個々のデータにつ

いてカンマが入っていないかのチェックを行う。 

4)  オフコードチェック 
コード形式のデータ項目について、「道路管理データベース データ作成マニュアル（案）（平成

23年 4月 国交省）」（以下、「作成マニュアル（国交省）」とする。）で定められているコード以外

が使われていないかチェックを行う。 

    （※）コード形式のデータ項目とは、項目名の末尾に「Ｃ」が付いた項目である。（現旧区分Ｃ、

市区町村Ｃ等） 

（※）確認時、特に最初の文字がゼロ「0」のコードは、必ずゼロがついているか注意する。（例

えば、市区町村Ｃにて、函館市の場合「01202」→「1202」は×） 

5)  数値属性チェック 
延長、高さ等の数値項目については、数字以外の文字が入っていないかチェックを行う。 

また、作成マニュアル（国交省）で定められている桁数（整数、小数桁）以内であるかチェック

を行う。 
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(2)  範囲確認 
道路施設データが道路構造令等の基準を逸脱した数値がないかチェックする。 

標準的な閾値について、表 2-2～表 2-6に示す。 

ただし、表 2-2～表 2-6 は道路構造令等の基準を大きく逸脱した数値がないか確認するための

標準的な閾値であり、道路構造令等の基準を厳密に示した表ではない。 

 

   （例） 

     ・ E010 防護柵の「柵高」 0.5ｍ以上であること 

 

(3)  項目間確認 
道路施設データについて、関連する項目間で整合がとれているかチェックする。具体的内容につ

いては作成マニュアル（国交省）等を参照のこと。 

 

（例） 

    ・D010 橋梁基本等 距離標（自）≦ 距離標（至）  

        （自）・（至）が逆転していないか？ 

 

    ・D010 橋梁基本等 距離標間距離 ＝ 橋長 

        （至）－（自）＝ 橋長とあっているか？ 

 

次頁より、作成された道路施設データの確認にあたって参考とする標準的な値を工種ごとに示す。 
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表 2-2．各項目の確認内容（標準的な閾値） 

 
  

工種名 対象項目 確認内容

全工種 百米標自＋距離自 百米標至＋距離至の合計より小さいこと（自・至が逆転していないこと）

延長項目を含む全工種 延長
距離標至－距離標自が延長と大差ないこと（距離標間距離を１００ｍ換

算、差異１０％以上警告）

C010路線道路現況 最小車道幅員 ５．５ｍ以上であること

最急縦断勾配 ７％以下であること

最急横断勾配 １０％以下であること

最小曲線半径 ３０ｍ以上であること

縦断勾配 ０％～７％以下であること

C030平面線形基本 曲線半径 ３０ｍ以上であること

C040幅員構成 上り環境施設帯幅 ０又は１０～３０ｍ以下であること

上り植樹帯幅 ０又は１～３ｍ以下であること

上り自転車歩行者道幅 ０又は０．７５～５ｍ以下であること

上り路肩幅 ０～５ｍ以下であること

上り車道幅 ０又は２．７５～１２ｍ以下であること

上り車線数 ０～３車線であること

中央帯幅 ０～４．５ｍ以下であること

中央分離帯幅 ０～３ｍ以下であること

下り車線数 ０～３車線であること

下り車道幅 ０又は２．７５～１２ｍ以下であること

下り路肩幅 ０～５ｍ以下であること

下り自転車歩行者道幅 ０又は０．７５～５ｍ以下であること

下り植樹帯幅 ０又は１～３ｍ以下であること

下り環境施設帯幅 ０又は１０～３０ｍ以下であること

C070鉄道交差点基本 最小桁下高 ３ｍ以上であること

交差角度 ４５度～９０度であること

起点側道路勾配 ０％～３％であること

終点側道路勾配 ０％～３％であること

C080歩道自歩道 舗装済延長 舗装済延長と未舗装延長との合計に一致すること

幅員４ｍ以上延長
幅員４Ｍ以上延長、幅員３Ｍ以上延長幅員、２Ｍ以上延長幅員、１Ｍ５０

以上延長、幅員１Ｍ未満延長の合計と一致すること

C100中央帯 中央帯幅員 ０～４．５ｍ以下であること

分離帯幅員 ０～３ｍ以下であること

C110環境施設帯 施設帯幅 １０～３０ｍ以下であること
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表 2-3．各項目の確認内容（標準的な閾値） 

 
  

工種名 対象項目 確認内容

D010橋梁基本 縦断勾配 ７％以下であること

橋長 ２ｍ以上であること

最小半径 ３０ｍ以上であること

落下物防止柵高さ ０．５～３ｍ以下であること

D011橋梁幅員構成 有効幅員
左側車線歩道幅、左側車線路肩幅、左側車線車道幅、中央帯、右側車線車

道幅、右側車線路肩幅、右側車線歩道幅の合計と一致すること

全幅員

左側車線地覆幅、左側車線歩道幅、左側車線路肩幅、左側車線車道幅、中

央帯、右側車線車道幅、右側車線路肩幅、右側車線歩道幅、右側車線地覆

幅の合計と一致すること

全幅員 ５０ｍ以下であること

有効幅員 ４８ｍ以下であること

左側車線地覆幅 ０．４ｍ以下～１ｍ以下であること

左側車線地覆高 ０．１～０．５ｍ以下であること

左側車線歩道幅 ０又は０．７５～５ｍ以下であること

左側車線路肩幅 ０～２．５ｍ以下であること

左側車線車道幅 ０又は２．７５～１２ｍ以下であること

左側車線車線数 １～３車線以下であること

中央帯 ０～４．５ｍ以下であること

中央分離帯 ０～３ｍ以下であること

右側車線車線数 １～３車線以下であること

右側車線車道幅 ０又は２．７５～１２ｍ以下であること

右側車線路肩幅 ０～２．５ｍ以下であること

右側車線歩道幅 ０又は０．７５～５ｍ以下であること

右側車線地覆幅 ０．４ｍ以下～１ｍ以下であること

右側車線地覆高 ０．１～０．５ｍ以下であること

D012橋梁高欄防護柵 高欄防護柵高さ ０．６～１．２ｍ以下であること

D014橋梁添架物 添架物重量 ０～５００㎏／ｍ以下であること

D015橋梁上部工 起点側斜角 ９０６０６０（度、分、秒）以下であること

終点側斜角 ９０６０６０（度、分、秒）以下であること

床版厚さ １０～３０㎝以下であること

主桁コンクリート強度 １８０～５００㎏／㎝2

床版コンクリート強度 １６０～５００㎏／㎝2

D016橋梁下部工 基礎形状寸法Ａ ６０ｍ以下であること

基礎形状寸法Ｂ ５０ｍ以下であること

設計震度 ０．３Ｋｈ以下であること

支持層Ｎ値 ５０以下であること

橋台橋脚高さ（橋台の場合） ３０ｍ以下であること

橋台橋脚高さ（橋脚の場合） １００ｍ以下であること

起点側縁端距離 ２０㎝以上であること

終点側縁端距離 ２０㎝以上であること

躯体コンクリート強度 １６０～３００㎏／㎝2

基礎コンクリート強度 １６０～３００㎏／㎝2
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表 2-4．各項目の確認内容（標準的な閾値） 

 
  

工種名 対象項目 確認内容

D017橋梁径間 支間長 ２ｍ以上であること

D020橋側歩道橋基本 縦断勾配 ７％以下であること

橋長 ２ｍ以上であること

最小半径 ３０ｍ以上であること

落下物防止柵高さ ０．５～３ｍ以下であること

D021橋側歩道橋幅員構成 有効幅員 左側車線歩道幅、右側車線歩道幅の合計と一致すること

全幅員
左側車線地覆幅、左側車線歩道幅、右側車線歩道幅、右側車線地覆幅の合

計と一致すること

全幅員 ６．５ｍ以下であること

D021橋側歩道橋幅員構成 有効幅員 ５ｍ以下であること

左側車線地覆幅 ０．２～０．６ｍ以下であること

左側車線地覆高 ０．１～０．５ｍ以下であること

左側車線歩道幅 ０．７５～２．５ｍ以下であること

右側車線歩道幅 ０．７５～２．５ｍ以下であること

右側車線地覆幅 ０．２～０．６ｍ以下であること

右側車線地覆高 ０．１～０．５ｍ以下であること

D022橋側歩道橋高欄防護柵 高欄防護柵高さ ０．６～１．２ｍ以下であること

D024橋側歩道橋添架物 添架物重量 ０～５００㎏／ｍ以下であること

D025橋側歩道橋上部工 起点側斜角 ９０６０６０（度、分、秒）以下であること

終点側斜角 ９０６０６０（度、分、秒）以下であること

主桁コンクリート強度 １８０～５００㎏／㎝2

床版コンクリート強度 １６０～５００㎏／㎝2

床版厚さ １０～３０㎝以下であること

D026橋側歩道橋下部工 基礎形状寸法Ａ ６０ｍ以下であること

基礎形状寸法Ｂ ５０ｍ以下であること

設計震度 ０．３Ｋｈ以下であること

支持層Ｎ値 ５０以下であること

橋台橋脚高さ（橋台の場合） ３０ｍ以下であること

橋台橋脚高さ（橋脚の場合） １００ｍ以下であること

起点側縁端距離 ２０㎝以上であること

終点側縁端距離 ２０㎝以上であること

躯体コンクリート強度 １６０～３００㎏／㎝2

基礎コンクリート強度 １６０～３００㎏／㎝2
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表 2-5．各項目の確認内容（標準的な閾値） 

 
  

工種名 対象項目 確認内容

D027橋側歩道橋径間 支間長 ２ｍ以上であること

D030横断歩道橋基本 設計震度 ０．３５Ｋｈ以下であること

舗装厚さ ５㎝以下であること

桁下高 ３ｍ以上であること

幅員 １．５～３．５ｍ以下であること

高欄高さ ０．８～１．２ｍ以下であること

D040トンネル基本 歩道等幅 左側歩道幅、右側歩道幅の合計と一致すること

車道幅 左側車道幅、右側車道幅の合計と一致すること

道路幅
左側歩道幅、左側路肩幅、左側車道幅、中央帯、中央分離帯、右側車道

幅、右側路肩幅、右側歩道幅の合計と一致すること

縦断勾配 ７％以下であること

舗装厚 １ｍ以下であること

建築限界高 ４．５ｍ以上であること

中央高 ５ｍ以上であること

有効高 ４．５ｍ以上であること

曲線半径 ３０ｍ以上であること

道路幅 ６．５～１５ｍ以下であること

車道幅 ５．５～１０．５ｍ以下であること

歩道等幅 ０又は０．７～３ｍ以下であること

D050洞門基本 歩道幅 左側歩道幅、右側歩道幅の合計と一致すること

車道幅 左側車道幅、右側車道幅の合計と一致すること

道路幅
左側歩道幅、左側路肩幅、左側車道幅、中央帯、中央分離帯、右側車道

幅、右側路肩幅、右側歩道幅の合計と一致すること

舗装厚さ １ｍ以下であること

建築限界高 ４．５ｍ以上であること

有効高 ４．５ｍ以上であること

道路幅 ６．５～１５ｍ以下であること

車道幅 ５．５～１０．５ｍ以下であること

歩道幅 ０又は０．７～３ｍ以下であること

DO60スノーシェッド基本 歩道幅 左側歩道幅、右側歩道幅の合計と一致すること

車道幅 左側車道幅、右側車道幅の合計と一致すること

道路幅
左側歩道幅、左側路肩幅、左側車道幅、中央帯、中央分離帯、右側車道

幅、右側路肩幅、右側歩道幅の合計と一致すること

舗装厚さ １ｍ以下であること

建築限界高 ４．５ｍ以上であること

有効高 ４．５ｍ以上であること

道路幅 ６．５～１５ｍ以下であること

車道幅 ５．５～１０．５ｍ以下であること

歩道幅 ０又は０．７～３ｍ以下であること
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表 2-6．各項目の確認内容（標準的な閾値） 

 
 

 

  

工種名 対象項目 確認内容

D070地下横断歩道基本 舗装厚 ５㎝以下であること

内空高 ２．５ｍ以上であること

斜角 ０～９０度以下であること

D080道路ＢＯＸ基本 内空歩道等幅 左側歩道幅、右側歩道幅の合計と一致すること

内空車道幅 左側車道幅、右側車道幅の合計と一致すること

道路部
左側歩道幅、左側路肩幅、左側車道幅、中央帯、中央分離帯、右側車道

幅、右側路肩幅、右側歩道幅の合計と一致すること

内空歩道等幅 ５．５ｍ以下であること

縦断勾配 ７％以下であること

曲線半径 ３０ｍ以上であること

中央高 ４．５ｍ以上であること

内空歩道幅 １～３ｍ以下であること

舗装厚 ５～１５㎝以下であること

D090横断ＢＯＸ基本 舗装厚 ５～１５㎝以下であること

斜角 ０～９０度であること

D100パイプカルバート 管径 ２００～３０００㎜以下であること

D110のり面基本 のり面最大直

１段目直高、２段目直高、３段目直高、４段目直高、５段目直高、６段目

直高、７段目直高、８段目直高、９段目直高、10段目直高の合計と一致す

ること

のり面最大直高 ５ｍ以上であること

のり面平均勾配 ２以下であること

D120擁壁基本 勾配 ０～１以下であること

E010防護柵基本 柵高

０．５ｍ以上であること

上限値は、防護柵種別に応じて以下の通りとする。

・落下物防止柵　３ｍ以下であること

・立入防止柵（鹿対応タイプ）　２．５ｍ以下であること

・立入防止柵（鹿対応タイプ以外）　１．５ｍ以下であること

・上記以外　１．２ｍ以下であること

E120災害予知装置基本 のり面勾配 １．５％以下であること

E130自動車駐車場基本 敷地面積 １００㎡以上であること

E170消雪パイプ基本 車道部幅 １２ｍ以下であること

歩道部幅 ５ｍ以下であること

縦断勾配 ７％以下であること

E180ロードヒーティング基本 車道ヒーティング幅 １２ｍ以下であること

歩道ヒーティング幅 ５ｍ以下であること

縦断勾配 ７％以上であること

E250遮光フェンス基本 最大高 １．２ｍ以下であること

最小高 ０．５ｍ以上であること
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(4)  重複確認 
道路管理データベースでは、施設を特定するキー項目として、以下の８項目を設定している。こ

の８項目で、工種（テーブル）毎に必ず一意（ユニーク）にする必要がある。 

 

・地建Ｃ    ・事務所Ｃ   ・出張所Ｃ   ・路線     

・現旧区分Ｃ  ・整理番号１  ・整理番号２  ・整理番号３ 

 

道路施設データ内で、上記データが重複したものがないかチェックを行う 

（※）重複確認は、道路施設データ内だけでなく、「データベース登録済データ」に対しても必ず

行うこと。 

 

(5)  親子確認 
道路管理データベースの基本構成単位（テーブル）では工種単位であるが、橋梁の上部工等のよ

うに１橋梁の中で上部構造体が複数あるようなものは、１施設内で複数の工種から構成され、以

下に示すように「親」、「子」、「孫」として互いに関連付けされている。 

特に、「子」、「孫」データの整理番号１は親データの整理番号を用いること。 

親子関係のテーブルについては、作成マニュアル（国交省）を参照のこと。 

（※）親データの場合は整理番号２～３が必ず「0000」、子データの場合は整理番号３が必ず「0000」

であること。 

 

（例）橋梁上部工の場合 

 

 

 

 

 

 

図 2-1．道路管理データベースの親、子、孫表（テーブル）関係 

 

 

橋梁基本 橋梁上部工(①） 橋梁径間〔１〕

橋梁径間〔３〕

橋梁径間〔２〕

橋梁上部工(②）

＜親表＞ ＜子表＞ ＜孫表＞

 

① ②

〔　１　〕 〔　２　〕 〔　３　〕
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表 2-7．施設毎の親・子・孫の関係 

区 分 施設番号 施設名 

詳細 

情報 

番号 

詳細情報名 

分類 

親 子 孫 

道
路
構
造 

C020 縦断勾配 C020 縦断勾配 ○     

    C021 バーチカルカーブ ○     

C030 平面線形 C030 平面線形基本 ○     

    C031 平面線形折曲り箇所   ○   

C060 道路交差点 C060 道路交差点本線 ○     

C070 鉄道交差点 C070 鉄道交差点基本 ○     

    C071 鉄道交差点鉄道事業者   ○   

C080 歩道及び自転車歩行者道 C080 歩道自歩道 ○     

C090 独立専用自歩道 C090 独立専用自歩道 ○     

C100 中央帯 C100 中央帯 ○     

C110 環境施設帯 C110 環境施設帯 ○     

構 
 

造 
 

物 

D010 橋梁 D010 橋梁基本 ○     

    D011 橋梁幅員構成   ○   

    D012 橋梁高欄防護柵   ○   

    D013 橋梁交差状況   ○   

    D014 橋梁添架物   ○   

    D015 橋梁上部工   ○   

    D016 橋梁下部工   ○   

    D017 橋梁径間     ○ 

    D019 橋梁塗装歴   ○   

    D01A 橋梁補修歴   ○   

    D01D 橋梁点検補修   ○   

D020 橋側歩道橋 D020 橋側歩道橋基本 ○     

    D021 橋側歩道橋幅員構成   ○   

    D022 橋側歩道橋高欄防護柵   ○   

    D023 橋側歩道橋交差状況   ○   

    D024 橋側歩道橋添架物   ○   

    D025 橋側歩道橋上部工   ○   

    D026 橋側歩道橋下部工   ○   

    D027 橋側歩道橋径間     ○ 

    D029 橋側歩道橋塗装歴   ○   

    D02A 橋側歩道橋補修歴   ○   

    D02D 橋側歩道橋点検補修   ○   
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区 分 施設番号 施設名 

詳細 

情報 

番号 

詳細情報名 

分類 

親 子 孫 

構  

造  

物 

D030 横断歩道橋 D030 横断歩道橋基本 ○     

    D032 横断歩道橋塗装歴   ○   

    D033 横断歩道橋補修歴   ○   

D040 トンネル D040 トンネル基本 ○     

    D042 トンネル補修歴   ○   

    D043 トンネル占用物   ○   

D050 洞門 D050 洞門基本 ○     

    D052 洞門補修歴   ○   

    D053 洞門占用物   ○   

D060 スノーシェッド D060 スノーシェッド基本 ○     

    D062 スノーシェッド補修歴   ○   

    D063 スノーシェッド占用物   ○   

D070 地下横断歩道 D070 地下横断歩道基本 ○     

    D072 地下横断歩道補修歴   ○   

    D073 地下横断歩道占用物   ○   

D080 道路 B0X D080 道路 B0X 基本 ○     

    D082 道路 B0X 補修歴   ○   

    D083 道路 B0X 占用物   ○   

D090 横断 B0X D090 横断 B0X 基本 ○     

D100 パイプカルバート D100 パイプカルバート基本 ○     

D110 のり面 D110 のり面基本 ○     

D120 擁壁 D120 擁壁基本 ○     

付
属
物
及
び
付
帯
施
設 

E010 防護柵 E010 防護柵基本 ○     

E030 反射式視線誘導標 E030 反射式視線誘導 ○     

E040 自光式視線誘導標 E040 自光式視線誘導基本 ○     

E070 交通遮断機 E070 交通遮断機基本 ○     

E080 ITV E080 ITV 基本 ○     

E090 車両感知器 E090 車両感知器基本 ○     

E100 車両諸元計測施設 E100 車両計測基本 ○     

    E101 車両諸元計測施設設備   ○   
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区 分 施設番号 施設名 

詳細 

情報 

番号 

詳細情報名 

分類 

親 子 孫 

付
属
物
及
び
付
帯
施
設 

E110 気象観測施設 E110 気象観測基本 ○     

E120 災害予知装置 E120 災害予知装置基本 ○     

E130 自動車駐車場 E130 自動車駐車場基本 ○     

E140 自転車駐車場 E140 自転車駐車場基本 ○     

E150 雪崩防止施設 E150 雪崩防止基本 ○     

E160 落石防止施設 E160 落石防止基本 ○     

E170 消雪パイプ E170 消雪パイプ基本 ○     

E180 ロードヒーティング E180 ロードヒーティング基本 ○     

E190 除雪ステーション E190 除雪 ST 基本 ○     

    E191 除雪ステーション設備   ○   

E200 防災備蓄倉庫 E200 防災備蓄倉庫基本 ○     

    E201 防災備蓄倉庫設備   ○   

E210 共同溝 E210 共同溝基本 ○     

    E211 共同溝占用物   ○   

E220 CAB 電線共同溝 E220 CAB 電線共同溝基本 ○     

    E221 CAB 電線共同溝占用物   ○   

E230 植栽 E230 植栽基本 ○     

    E231 植栽樹木種別   ○   

E240 遮音施設 E240 遮音施設基本 ○     

    E241 遮音施設型式   ○   

E250 遮光フェンス E250 遮光フェンス基本 ○     

E270 流雪溝 E270 流雪溝 ○     

E330 光ケーブル E330 光ケーブル基本 ○     

    E334 光ケーブル端局 ○     

E350 ビーコン E350 ビーコン基本 ○     
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(6)  「溝橋」に該当するデータの確認 
「道路軸方向の外寸２ｍ以上 かつ 土被り１ｍ未満のカルバート（溝橋）」に該当する道路施

設データが、D070 地下横断歩道・D080 道路 BOX・D090 横断 BOXで作成されている場合は、D010橋

梁または D020橋側歩道橋に変更する。 

 

 

出典：特定の条件を満足する溝橋の定期点検に関する参考資料（平成 31年 2 月） 国土交通省 道路局 国道・技術課 

図 2-2 溝橋の条件 

  



道路管理データベース作成マニュアル データ更新編 

 

- 18 - 

(7)  点検 DB の運用開始に伴う制約事項の確認 
更新用データを点検 DBに登録するにあたり、D030横断歩道橋については、登録するファイルの

仕様に関する制約事項が存在する。 

このため、以下の制約事項を考慮して数値文字が作成されているか確認する。 

 

D030横断歩道橋については以下のファイル名とする。（「xxx」は任意） 

・D030xxx.csv 

・D031xxx.csv 

・D032xxx.csv 

・D033xxx.csv 
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2.2.  道路施設データ（イメージデータ）の確認 
作成した道路施設データ（イメージデータ）について確認を行う。 

 主な確認内容について、以下に示す。 

① 道路施設データ（イメージデータ）に関する確認 

② 道路施設データ（タイトルデータ）に関する確認 

 

 道路施設データ（イメージデータ）に関する確認 
道路施設データ（イメージデータ）が、『道路施設基本データ作成マニュアル（北海道開発局）』お

よび『道路管理データベース作成マニュアル』のとおり作成されているかチェックを行う。 

・ファイル形式 ：JPEG形式 

・ファイル名  ：『道路管理データベース作成マニュアル（データ作成編）』を参照。 

・ビットの深さ ：24 ビット（必須） 

・解像度    ：200 DPI （標準） 

・画像サイズ  ：2071×1291 ピクセル（標準） 

（※）デジカメ写真の画像サイズは、937×701 ピクセルを標準とし、上記サイズ

の中央部分に配置する。ただし、２枚の写真を１データとして作成する場

合は、横に２枚並べて配置する。 

（※）解像度と画像サイズは、以下の何れかに当てはまる場合は、正とする 

             ・縦サイズ × 横サイズ ＝ 80万～200万ピクセル 

             ・解像度 ＝ 200 DPI 

 

また、点検 DBにデータ登録するイメージデータに個人情報が含まれていないか確認する。 

 

 道路施設データ（タイトルデータ）に関する確認 
道路施設データ（イメージデータ）に対するタイトルデータについて、以下の確認を行う。 

 

(1)  道路施設データのファイル形式に関する確認 
道路施設データ（タイトルデータ）のファイル形式に不備がないか確認する。 

確認内容については、前節 2.1(1)の道路施設データ（数値・文字データ）の「道路施設データ

のファイル形式に関する確認」と同様とする。 

 

(2)  データ内容の確認 
道路施設データ（タイトルデータ）について、個々のデータ項目の内容に不備がないか確認す

る。確認内容については、前節 2.1(2)の道路施設データ（数値・文字データ）の「データ内容の

確認」と同様とする。 

なお、道路施設データ（タイトルデータ）の内容については、『Ⅰ．道路管理データベース作成

マニュアル（項目別記入要領集）』を参照のこと。 
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(3)  イメージデータとの整合確認 
道路施設データ（タイトルデータ）に対応する道路施設データ（イメージデータ）との整合性に

ついてチェックを行う。 

 

〇 道路施設データ（タイトルデータ）に対応するイメージデータがあるか。 

    タイトルデータ内の項目「ファイル名」に該当するイメージデータがあるか。 

 

〇 イメージデータに対応する道路施設データ（タイトルデータ）があるか。 

 

(4)  「溝橋」に該当するデータについて 
2.1.2.(6) と合わせ、「溝橋」に該当する道路施設データが、D070地下横断歩道・D080道路 BOX・

D090横断 BOXで作成されている場合は、D010 橋梁または D020 橋側歩道橋に変更する。 
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3.  道路管理データベース更新用データの作成 
道路施設データをもとに、道路管理データベース更新用データを作成する。 

 

3.1.  道路管理データベース更新用データ（数値・文字データ）の作成 
道路管理データベース更新用データ（数値・文字データ）について、以下の作業を行う。 

① 道路施設データ（数値・文字データ）の補正・補完 

② 管理移管、現旧区分変更等に伴うデータベース登録済みデータの修正 

以下に作業内容を示す。 

 

 道路施設データ（数値・文字データ）の補正・補完 
前述で確認した道路施設データ（数値・文字データ）について、データの補正・補完を行い、道路

管理データベース更新用データを作成する。 

以下に、データ補正・補完を行う内容を示す。 

 

表 3-1．道路施設データ（数値・文字データ）のデータ補正・補完内容 

作業項目 作業内容 参考資料等 

確認結果に対する

データ修正 

前章のデータ確認により、判明した不正データについ

て、確認を行う。 

 

道路管理データベース 

作成マニュアル 

（項目別記入要領集） 

デコード項目の 

付加 

コード項目に対するデコード項目に、入力されている

コードに対応するデコード値を付加する。 

（例）現旧区分Ｃ＝１の場合、項目「現旧区分」に「現

道」を付加） 

 

同上 

更新日付等の付加 以下の項目を付加する。 

・初期登録日付：データベースへの登録日付 

・更新日付  ：データベースへの更新日付 

・調整年月日 ：橋梁、標識等施設を新規登録する場

合の、更新用データ作成日付 

・改定年月日 ：施設のデータを修正する場合の更新

用データ作成日付 

 

同上 

未整備項目への

「＃」付加 

整備項目以外で、ヌル（未入力）の項目には「#」（シ

ャープ）を付加する。 

※「＃」：データ整備対象外とした項目 

同上 
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 管理移管、現旧区分変更等に伴うデータベース登録済データの修正 
供用中の直轄道路において、他機関への管理移管や現旧区分等が変更された場合、道路管理データ

ベース登録済データの内容も変更する必要がある。 

過年度から管理移管等のあった道路について整理を行い、道路管理データベース登録済データを修

正するための、更新用データを作成する。 

以下にデータ更新を行う場合の内容を示す。（データ作成編 3.7 管理移管施設ならびに道路施設

基本データ未作成工事の道路施設データの内容も参照のこと。） 

 

表 3-2．道路施設データのデータ更新事由 

更新事由 対象工種 データ更新内容 

事務所（開発建設

所部）間の移管 

全工種 関連する全ての道路施設について、「事務所Ｃ」「出張所Ｃ」

「事務所」「出張所」を変更する。 

※開発建設部間で管理移管があった場合、新たに当該路線を 

管理する開発建設部で更新用データを作成すること。 

市町村等への移管 全工種 関連する全ての道路施設について、データベースからデータ

を削除する。 

 

現旧区分の変更 全工種 関連する全ての道路施設について、「現旧区分Ｃ」「現旧区分」

を変更する。 

※登録済データを一度削除してから再登録を行う。 

路線の新規供用開

始 

A010 管轄 供用開始された路線区間について、A010 管轄データを新規

作成する。 

 

供用区間の増減 A010 管轄 A010 管轄内の該当データについて、「百米標自」「距離自」

「百米標至」「距離至」「実延長」等を変更する。 

 

廃道（供用廃止） 全工種 関連する全ての道路施設について、データベースからデータ

を削除する。 
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3.2.  道路管理データベース更新用データ（イメージデータ）の作成 
道路管理データベース更新用データ（イメージデータ）について、以下の作業を行う。 

① 道路施設データ（イメージデータ）の補正・補完 

② 道路施設データ（タイトルデータ）の補正・補完 

以下に作業内容を示す。 

 

 道路施設データ（イメージデータ）の補正・補完 
前項で確認した道路施設データ（イメージデータ）について、データの補正・補完を行い、道路管

理データベース更新用データを作成する。 

以下に、データ補正・補完を行う内容を示す。 

 

表 3-3．道路施設データ（イメージデータ）のデータ補正・補完内容 

作業項目 作業内容 参考資料等 

確認結果に対する

データ修正 

前章のデータ確認により、判明した不正データに

ついて、比較的軽微なものはデータ修正を行う。 

主な修正内容を以下に示す。 

・ファイル名の修正 

・ファイル形式の修正 

（※）ファイル形式の修正は、市販の画像編集ソ

フトを利用する。 

 

道路施設基本データ作成マ

ニュアル（北海道開発局） 

 

道路管理データベース 

作成マニュアル 

（項目別記入要領集） 

 

 道路施設データ（タイトルデータ）の補正・補完 
前述で確認した道路施設データ（タイトルデータ）について、データの補正・補完を行い、道路管

理データベース更新用データを作成する。 

以下に、データ補正・補完を行う内容を示す。 

 

表 3-4．道路施設データ（タイトルデータ）のデータ補正・補完内容 

作業項目 作業内容 参考資料等 

確認結果に対する

データ修正 

前章のデータ確認により、判明した不正データに

ついて、比較的軽微なものはデータ修正を行う。 

 

道路管理データベース 

作成マニュアル 

（項目別記入要領集） 

デコード項目の 

付加 

コード項目に対するデコード項目に、入力されて

いるコードに対応するデコード値を付加する。 

以下の項目を付加する。 

・地建    ・事務所   ・出張所 

・現旧区分  ・図面種別 

 

同上 

更新日付等の付加 以下の項目を付加する。 

・初期登録日付：データベースへの登録日付 

・更新日付  ：データベースへの更新日付 

 

同上 

（※）確認結果に対するデータ修正については、必要に応じて、担当職員と協議の上、修正範囲等

を決めること。 
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3.3.  サブシステム登録用データ（新規・修正・削除）の作成 
道路管理データベースシステム登録用データの作成に合わせて、以下のサブシステム登録用データ

の作成を行う。 

 

① 資料検索システム          ② 附図検索システム  

③ 舗装台帳閲覧システム        ④ 情報ボックス整備状況閲覧システム 

 

 資料検索システム登録用データの作成  
資料検索システム登録用データの作成方法について以下に示す。 

 

(1)  登録用データ内容 
登録用データは以下の２種類とする。 

 

表 3-5．資料検索システムの登録用データ内容 

NO 更新データ 使用データ 

1 数値・文字データ 

(CSV 形式) 

タイトルデータ 

(CSV 又は EXCEL 形式) 

2 イメージデータ 

(PDF 形式) 

設計図書、図面データ 

(PDF 形式) 
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(2)  資料検索システム登録用データ（数値・文字データ）の作成 
タイトルデータ(CSV または EXCEL 形式)をもとに、データベース登録用データ（CSV 形式)を作

成する。既存登録データを修正（Ｅ）、削除（Ｄ）する場合は、「PATH」に既存データのフォルダ名

を指定し、既存登録データを更新する。 

なお、修正・削除の場合は本局より既存の登録フォルダ情報を入手して作成する。 

 

表 3-6 登録用データの項目一覧（資料検索システム） 

項目名 データ型 サイズ 入力例 補足 

処理 テキスト型  2 N  

処理区分をセットする。 
N：新規追加 
E：既存レコードの修正、イメ

ージファイルの更新 
D：既存レコードの削除、イメ

ージファイルの削除 
UID 数値型 4 1 1 固定 

VOL テキスト型 36 CDR302007D05001 
「CDR」固定 
+事務所 C（2 桁）+登録年度（4
桁）+施設毎の連番（2 桁） 

PATH テキスト型 255 D050/3102311/00010000/Z2007001 

・新規の場合は次頁の格納方法

に従って作成 
・修正、削除の場合、既存デー

タの登録フォルダ※ 
・従来の”¥”→”/”になっているこ

とに留意 

FILE テキスト型 255 3000001.pdf 設計図書の場合は、「設計図書

フォルダ」＋”.pdf” 
REF テキスト型 255  入力不要 
DirID 数値型 1 1 1 固定 
施設名称 テキスト型 255 ケマフレ覆道  

工種番号 テキスト型 4 D050  

地整Ｃ テキスト型 2 81  

事務所Ｃ テキスト型 2 30  

事務所名 テキスト型 30 留萌開発建設部  

出張所Ｃ テキスト型 2 31  

出張所名 テキスト型 30 留萌開発事務所  

路線番号 テキスト型 4 0231  

現旧区分 テキスト型 1 1 1：現道、2：旧道、3：新道 
整理番号１ テキスト型 8 00010000  

連番 数値型 3  入力不要 
完成年度 テキスト型 10  入力不要 
工事名 テキスト型 255  入力不要 
地先名 テキスト型 255  入力不要 

資料種別 テキスト型 50 図面 「設計図書」 
または「図面」 

図面種別Ｃ テキスト型 4 811  

図面名称 テキスト型 50 一般図  

※既存の登録フォルダ例 

  工種
フォルダ

路線フォルダ
整理番号
フォルダ

設計図書（または
図面）フォルダ

ファイル

D050 3102311 00010000 Z2007001 3000001.pdf
D050 3102311 00010000 Z2007001 3000002.pdf
E220 4200121 00050100 S2017001 S2017001.pdf
E220 4200121 00050100 S2017002 S2017002.pdf
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(3)  資料検索システム登録用データ（イメージデータ）の作成 
イメージデータは、基本的に、工事受注者が作成した「完成図書・図面データ」を、そのまま使

用するものとし、整理した設計図書、図面データ(PDF)を、所定のフォルダ、ファイル名で格納す

る。 

 

 
図 3-1 資料検索システム イメージデータの格納方法 
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 附図検索システム登録用データの作成  
附図検索システム登録用データの作成方法について以下に示す。 

 

(1)  登録用データ内容 
登録用データは以下の２種類とする。 

 

表 3-7．附図検索システムの登録用データ内容 

NO 更新データ 使用データ 

1 数値・文字データ 

(CSV 形式) 

タイトルデータ 

(CSV 又は EXCEL 形式) 

2 イメージデータ 

(PDF 形式等) 

附図データ 

(TIFF、PDF 形式等) 
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(2)  附図検索システム登録用データ（数値・文字データ）の作成 
タイトルデータ(CSV または EXCEL 形式)をもとに、データベース登録用データ（CSV形式）を作

成する。既存の登録附図を修正（Ｅ）、削除（Ｄ）する場合は、「資料 DATA」、「FOLDA」に既存デー

タのフォルダ名を指定し、既存データを更新する事で、常に最新の情報のみを管理する。 

なお、修正・削除の場合は本局より既存の登録フォルダ情報を入手して作成する。 

 

表 3-8  登録用データの項目一覧（附図検索システム） 

項目名 データ型 サイズ 入力例 補足 

処理 テキスト型  2 N  

処理区分をセットする。  
N：新規追加   
E：既存レコードの修正、 

イメージファイルの更新 
D：既存レコードの削除、 

イメージファイルの削除 

資料 DATA テキスト型 30 20210326002400040000 

（新規の場合） 
本業務の工期（8 桁） 
＋固定「00」＋事務所Ｃ（2 桁）

＋連番（4 桁)＋固定「0000」  
（更新・削除の場合） 
既存データの登録フォルダ※ 

地整Ｃ テキスト型 2 81  

事務所Ｃ テキスト型 2 24  

路線番号 テキスト型 4 0005  

現旧区分 テキスト型 1 1  

地整名 テキスト型 30 北海道開発局  

事務所名 テキスト型 30 小樽開発建設部  

図面種別Ｃ テキスト型 30 0 
0：道路基本図 
1：道路構造管理図 
2：付属物管理図 

図面種別 テキスト型 500 道路基本図  

距離標自 数値型 8,3 205.000  

距離標至 数値型 8,3 205.600  

行 NO 数値型    入力不要 
図面名称 テキスト型 200 道路基本図 205.000 図面種別＋距離標自 
サイズ テキスト型 10 A1 A1 固定 
頁 テキスト型 50 1  

MEDIANAME テキスト型 30 IMAGE_H20 「IMAGE_H20」固定 
FOLDA テキスト型 100 20210326002400040000 資料 DATA と同じ値 
PAGE テキスト型 30 1  

FILE テキスト型 50 000100000000001  

KAK テキスト型 30 pdf  

 

※既存の登録フォルダ例（赤枠箇所） 

 

  

路線
番号

現旧
区分

事務所名 図面種別 距離標自 距離標至 FOLDA FILE

0005 1 小樽開発建設部 道路基本図 205.000 205.600 20210326002400040000 000100000000001
0005 1 小樽開発建設部 道路構造管理図 205.000 205.600 20210326002400050000 000200000000001
0005 1 小樽開発建設部 付属物管理図 205.000 205.600 20210326002400060000 000300000000001
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(3)  附図検索システム登録用データ（イメージデータ）の作成 
「道路維持台帳附図作成要領（案）」に基づき作成した附図データを、所定のフォルダ、ファイ

ル名で作成する。 

・ファイル名：000A00000000001.PDF 

ファイル名は登録用データ（数値・文字データ）の項目「FILE1」と同じとす

る。Aは図面種別に応じた番号とする。図面種別 C=0の場合「1」、=1の場合

「2」、=2の場合「3」。 

・フォルダ名：XXXXXXXXXXXXXXXXX 

XXXXXXXXXXXXXXXXX(20文字)は登録用データ（数値・文字データ）の項目

「FOLDA」と同じとする。 

 

 
図 3-2 附図検索システム イメージデータの格納方法 
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 なお、附図データは基本「A1」サイズとして、PDFの出力は以下の内容を参考に設定した上で提

出するものとし、編集用として TIFF または CADデータを別途管理するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 色設定について、「カラー」を選択することでイメージの判読性が低下するような場

合は「白黒」を選択することも認める 

※ 品質設定について、イメージの判読性を確保できる場合は「標準設定」を選択するこ

とも認める  
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 舗装台帳閲覧システム登録用データの作成 
舗装台帳閲覧システム登録用データの作成方法について以下に示す。 

 

(1)  登録用データ内容 
登録用データは以下の１種類とする。 

表 3-9．舗装台帳閲覧システムの登録用データ内容 

NO 更新データ 使用データ 

1 舗装台帳データ 

(PDF 形式) 

舗装台帳データ(一括) 

(PDF 形式) 

 

(2)  舗装台帳データの作成 
舗装台帳データについては、基本的に、「道路管理データベース作成マニュアル（データ作成編）」

で作成された舗装台帳（一括）データを、そのまま使用する。 

ただし、追加・修正頁が抜けている場合は、舗装台帳（１頁毎）データから該当頁データを探し

て、舗装台帳（一括）データに挿入する。また、削除頁が残っている場合は削除する。 

 

 

 情報ボックス整備状況閲覧システム登録用データの作成 
情報ボックス整備状況閲覧システム登録用データの作成方法について以下に示す。 

 

(1)  登録用データ内容 
登録用データは以下の５種類とする。 

 

表 3-10．情報ボックス整備状況閲覧システムの登録用データ内容 

NO 更新データ 使用データ 

1 情報ボックス整備状況データ 

・整備状況図(収容空間、光ケーブル) 

・整備状況調書(収容空間、光ケーブル) 

・情報ボックス整備状況模式図 

・情報ボックス管理路線図 

・情報ボックス管理台帳 

整備状況データ 

(PDF、EXCEL) 

 

 

(2)  情報ボックス整備状況データの作成 
情報ボックス整備状況データについては、基本的に、「道路管理データベース作成マニュアル（デ

ータ作成編）」で作成されたデータを、そのまま使用する。 

ただし、EXCEL形式のデータについては、EXCEL97-2003 形式（xls）以外の形式（xlsx等）で作

成されている場合は、ファイル形式を変換する。 

  



道路管理データベース作成マニュアル データ更新編 

 

- 32 - 

3.4.  サブシステム登録用データの照査 
以下に示す道路管理データベースのサブシステム登録用データについて、照査を行う。 

①資料検索システム          ②附図検索システム 

③舗装台帳閲覧システム        ④情報ボックス整備状況閲覧システム 

 

  以下に照査内容を示す。 

 

 資料検索システム登録用データの照査 
資料検索システム登録用データについて、照査を行う。 

 

(1)  対象データ 
・設計図書・図面データ（PDF形式） 

・設計図書・図面用タイトルデータ（CSV又は EXCEL形式） 

 

(2)  照査内容 
以下の照査を行う。 

   

表 3-11．資料検索システム登録用データの照査内容 

照査項目 照査内容 参考資料等 

データの有無 ・設計図書・図面データ（PDF）があるか。 

・タイトルデータ（CSV または XLS）がある

か。 

－ 

タイトルデータの仕

様 

・取り扱い項目が正しいか。 

・各項目の記入方法は正しいか。 

・処理区分が明記されているか。 

・地建Ｃ～整理番号１が道路管理データベースの

対応施設と整合しているか。 

－  

設計図書・図面デー

タの仕様 

・工事完成図面  ：PDF、A1 カラー 

・設計図書    ：PDF、A4 カラー 

 

フォルダ構成、イメ

ージファイル名 

・フォルダ構成は正しいか。 

・ファイル名は正しいか。タイトルデータのファ

イル名と合っているか。 

Ⅳ 資料検索システム更新デ

ータ作成手順（案） 

データ件数の整合性 ・タイトルデータのレコード数（処理区分Ｓ）と

イメージデータの件数が合っているか。 

－ 

設計図書・図面デー

タの表示 

・設計図書・図面データは正しく表示されるか － 
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 附図検索システム登録用データの照査 
附図検索システム登録用データについて、照査を行う。 

 

(1)  対象データ 
・附図データ（PDF形式） 

・附図用タイトルデータ（EXCEL 形式） 

 

(2)  照査内容 
以下の照査を行う。 

表 3-12．附図検索システム登録用データの照査内容 

照査項目 照査内容 参考資料等 

データの有無 ・タイトルデータ（XLS）があるか。 

・附図データ（PDF）があるか。 

－ 

タイトルデータの仕

様 

・取り扱い項目が正しいか。 

・各項目の記入方法は正しいか。 

・処理区分が明記されているか。 

・更新しないデータを含む全データがあるか。 

Ⅴ 道路維持台帳附図作成要

領（案） 

附図データの仕様 ・PDF、A１カラー 

・ファイル名は正しいか。タイトルデータのファ

イル名と合っているか。 

Ⅴ 道路維持台帳附図作成要

領（案） 

データ件数の整合性 ・タイトルデータのレコード数（処理区分Ｓor

Ｃ）と附図データの件数が合っているか。 

－ 

附図データの表示 ・追加・修正附図データについて、正しく表示さ

れるか。また、図面内の修正日付は新しいか。 

－ 

 

 

 舗装台帳閲覧システム登録用データの照査 
舗装台帳閲覧システム登録用データについて、照査を行う。 

 

(1)  対象データ 
・舗装台帳データ（一括、１頁毎の PDF形式） 

・舗装台帳用タイトルデータ（EXCEL 形式） 

 

(2)  照査内容 
次頁の照査を行う。 
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表 3-13．舗装台帳閲覧システム登録用データの照査内容 

照査項目 照査内容 参考資料等 

データの有無 ・タイトルデータ（EXCEL）があるか。 

・舗装台帳データ(１頁毎、一括毎の PDF)がある

か。 

－ 

タイトルデータの仕

様 

・取り扱い項目が正しいか。 

・各項目の記入方法は正しいか。 

・処理区分が明記されているか。 

・更新しないデータを含む全データがあるか。 

Ⅵ 舗装施工区分台帳図・

舗装定規図作成要領

（案） 

舗装台帳データ（１

頁毎）の確認 

・ファイル名は正しいか。タイトルデータのファ

イル名と合っているか。 

・タイトルデータのレコード数（処理区分Ｓor

Ｃ）と１頁毎データの件数が合っているか。 

Ⅵ 舗装施工区分台帳図・

舗装定規図作成要領

（案） 

舗装台帳データ（一

括）との確認 

・ファイル名は正しいか。 

・ファイル名と内容（路線、現旧、図面名等）は   

合っているか。 

・正しい順番（図面番号順）になっているか。 

・新規ページ、削除ページが一括データに反映さ 

れているか。 

・タイトルデータ件数とページ枚数が合っている

か。 

Ⅵ 舗装施工区分台帳図・

舗装定規図作成要領

（案） 

 

 

 情報ボックス整備状況閲覧システム登録用データの照査 
情報ボックス整備状況閲覧システム登録用データについて、照査を行う。 

 

(1)  対象データ 
・情報ボックス整備状況資料 

 

(2)  照査内容 
以下の照査を行う。 

表 3-14．情報ボックス整備状況閲覧システム登録用データの照査内容 

照査項目 照査内容 参考資料等 

データの有無 以下のデータがあるか。 

①収容空間整備状況図(Hxx 末).pdf 

②光ファイバー整備状況図(Hxx 末).pdf 

③02-1 整備状況調書_収容空間(Hxx 末).xls 

④02-2 整備状況調書_光ファイバーケーブル(Hxx 末).xls 

⑤Hxx 模式図.pdf 

⑥Hxx 情報ボックス管理台帳(路線図).pdf  

⑦【Hxx】Rxxx 管理台帳.xls (*)管理路線分 

⑧Hxx 情報ボックス管理台帳(帳票).pdf 

Ⅶ 情報ボックス整備

状況閲覧システム登

録用データ 

（参考） 

 

※本データは最新 

年度のもののみ 

必要。 

EXCEL ファ

イル形式 

上記データで、EXCEL 形式のデータについては、

EXCEL97-2003 形式（XLS）であるか。 

(※)システム上、XLS 形式のみ利用可。 
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4.  貸与資料について 
4.1.  マニュアル・参考データ 

本マニュアル（道路管理データベース作成マニュアル データ更新編）の他、表 6-1 に示すマニ

ュアル・参考データに基づき、道路管理データベースならびに各サブシステム（資料検索システム

等）のデータを作成する。 

 

表 4-1．本マニュアル以外に貸与するマニュアル・参考データ 

システム名 マニュアル・参考データ 

道路管理データ 

ベースシステム 

Ⅰ 道路管理データベース作成マニュアル（項目別記入要領集）.pdf 

Ⅱ 道路管理データベース作成マニュアル データ作成編.pdf 

Ⅲ 新規シート（EXCEL ファイル） 

 

資料検索システム Ⅳ 資料検索システム更新データ作成手順（案）.pdf 

附図検索システム Ⅴ 道路維持台帳附図作成要領（案）.pdf 

道路台帳閲覧 

システム 

Ⅵ 舗装施工区分台帳図・舗装定規図作成要領（案）.pdf 

 

情報ボックス整備状況 

閲覧システム 

 

Ⅶ 情報ボックス整備状況閲覧システム登録用データ（参考） 

 １）情報ボックス整備状況調査データ作成  

   ①模式図.pdf 

②光ファイバ等収容空間整理.pdf 

③施設管理用光ファイバ(SM）.pdf 

④施設管理用光ファイバ(DSF).pdf 

⑤整備状況図(光ファイバ).pdf 

⑥整備状況図（収容空間).pdf 

【参考】民間開放区間検討書  

①民間開放区間表.pdf 

２）情報ボックス管理台帳データ作成  

①情報ボックス管理路線図データ.pdf 

②情報ボックス管理台帳(帳票)データ.pdf 

 

 

4.2.  データベース登録済データ 
道路管理データベースに登録されているデータと同一内容のファイル 

※ MDB ファイル（MDB ファイルは MS-ACCESS 用のファイル） 
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5.  業務成果品のフォルダ構成 
道路管理データベース用データ作成業務における成果品は、「北海道開発局における電子納品に関

する手引き（案）（業務編）（令和 4年 5月）」を参照し、以下に示すフォルダ構成（案）で納品するこ

とが望ましい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-1 業務成果品のフォルダ構成（案） 

道路基本情報

データも格納
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